
生物標本の遺伝情報
　生物標本は、採集された当時の遺伝情報を含む
いわばタイムカプセルです。しかし標本のDNAは
あっという間に劣化するので、これまで標本の
遺伝情報の利用は困難でした。

遺伝情報を長期保管できる昆虫標本
　この度、DNAを長期間保管できる方法を開発し
ました。この方法は簡単で費用も安く ( 約 10 円 )、
この方法によって作製された昆虫標本は、将来的
に遺伝資源としての役割を持ちます。

DNAを長期保管できる昆虫標本の作り方
1. 昆虫を採集後、脚や胸筋などの筋肉を取り出し、
　プロピレングリコールと 0.2ml チューブにいれる
2. 通常通り作製した標本の昆虫針を、筋肉を入れた
　0.2ml チューブの蝶番部分に刺す
3．( 写真にはありませんが ) 採集情報を書いた
　ラベルを刺して、完成！！

詳しい作り方はこちらのQRコードからご覧になれます。
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遺伝情報を長期間保存できる生物標本の作製方法の開発
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A1 サイズ（841×594, 拡大縮小なし）にて出力して裏打ちしたのち、
四隅のトリムマークで裁断して A2パネル（594×420）としてください。！ ！


